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巻頭言

近畿大学原子炉臨界50周 年を迎えるにあたって

近畿大学原子力研究所

教授 杉 浦 紳 之

本年(2011年)ll月11目 、近畿大学原f炉(UTR-KINKI)は 臨界50周 年をめでた く迎える。我が国では、

旧目本原子力研究所のJRR-1、JRR-2に 続 く3番目の臨界で、現在運転されている原 チ炉では最長老である。

設立 ・導 入、そして今 口までの維持 ・発展に並々ならぬご尽 力を頂いた諸先輩方にまずは感謝申し上げた

い。

旧原子炉工学科から現在の電気電子工学科まで、原 子力 ・放射線分野の第一一一線で活躍する人材の輩出に

UTR-KINKIが 果たしてきた役割は限りなく大きい。本学に赴任 して丸6年が経つが、前任地で様々にお世話

になった原子力 ・放射線業界の関係者の方たちから赴任に際 して 「先生、近大に行かれるのですね。実は、

私、近大の出身なんです。」 と数えきれないくらい 言われたことを思い出す。内部の人間として教育に携わ

り、それは近大にとどまらず、西口本を中心 とした他大学(大 阪大学、名占屋大学、九州大学、神戸大学な

ど)に まで広がっていることを知った。「教育」についてこれほ ど特長を持った原子炉はな く、近大のみな

らず我が国の宝 ・財産であり、広 く皆様に使って頂いてこそのUTR-KINKIと 信ずる。

教育ばかりではなく研究についても、共同利用のために年間約80日 程度のマシンタイムが割 り振られてい

る。IWの 極低出力のためにいろいろな制約があることも否めないが、逆にIWな らではの研究テーマを創出

し活用いただいている。ただ、フル稼働で内部のマシンタイムが取れないという言い訳はさておいても、共

同利用研究機関に長く籍を置くものとして、内部の研究者がもっと研究を先導するような努力が必要ではな

いかと自省の意味を込めて思う。

このような価値ある原子炉も50年 経つ と高経年イヒが否めない,ま た、品質保証を取 り入れたプロセス型の

安全管理のあり方が導入され、きめ細か く油断のない不断の原 」乙炉を守る眼と心が以前にも増して要求され

るようになった。しか し、この原 」乙炉を守ることについての所員 一同の思いと努力は、研究についてのよう

な苦言はかけらもないところである。

大きな成果を上げ、また大過な く運転されてきた原子炉の将来計画を、臨界50周 年を機に真剣に考える時

期が来たものと考える。近年の国際情勢のもと、燃料の低濃縮化について米国エネルギー省からの大きな働

きかけがあることは事実である。時代の流れに逆 らうということではな く、UTR-KINKIあ るいは近畿大学

原子力研究所が果たすべき役割は何かをじっくりと考え、進むべき方向を白らが打ち出すことが大切である

と考える。

利用者をは じめ、関係各位のご協力もな くてはならないものであり、これを深 くお願いし巻頭言とした

い。
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